
第 21回北方領土隣接地域振興対策根室地域協議会（議事録） 

 

１ 日時及び場所 

平成 29年５月 26日(金) 13時～13時 15分 

道立北方四島交流センター ２階対話ルーム   

２ 出席者 

【委員】 根室市長 長谷川 俊輔／別海町長 曽根 興三／中標津町長 西村 穣 

標津町長 金澤 瑛／羅臼町長 湊屋 稔／北方領土対策根室地域本部長 中田 克哉 

【事務局（北海道北方領土対策地域本部）】 

副本部長 谷内 紀夫／室長 板垣 臣昭／主幹 岸 洋一       主査 岸 鉄也／主査 近藤 洋平       

３ 議事 

（１）第７期振興計画の重点施策に係る実施計画の検証・評価について  （２）北方領土隣接地域振興対策担当課長連絡会議開催要領の改正について  （３）千島桜ねむろプロジェクト推進事業について 

 

４ 議事録 

（１）開会 

（板垣室長）  それでは少し早いのですが、皆さまお揃いになりましたので、ただ今から、第 21回北方

領土隣接地域振興対策根室地域協議会を開催します。 

本日司会進行を務めさせていただきます、北方領土対策根室地域本部北方領土対策室の

板垣です。どうぞよろしくお願いします。  それではさっそく協議会に入らせていただきます。  まず、開催に先立ちまして、協議会座長でございます北方領土対策根室地域本部長の中田
からご挨拶申し上げます。 

 

（中田本部長）  根室地域本部長の中田でございます。本日はお忙しい中、このような機会にお集りいただ
き、ありがとうございます。また、皆さま方におかれましては、日頃から北方領土隣接地域

の振興並びに北方領土問題の解決に向けた取組に御協力いただいておりますこと、感謝申

し上げます。  まず最初に、昨日まで内閣府のファムトリップが行われておりまして、各市町へ行き、い
ろいろな所を視察させていただきました。その時に市町の関係者の方々にはご協力をいた



だき、誠にありがとうございます。  このツアーがきちんと完成され、北方領土隣接地域に多くの観光客が来て、北方領土問題
というのを間近に感じて、いろいろ問題提起をしていただくとありがたいなと思っており

ます。  そのためにも、北方領土隣接地域の振興というのは何よりも重要だと思います。  いま、第７次計画を行っておりますが、今年度が最終年となっています。来年からは新し
い８次計画となっていくのですが、ここで問題になってくるのが基金の運用益ということ

で、道におきましても、あらゆる機会を捉えまして国の方に要請しているのですが、なかな

かシチュエーションが見えてこないということで、また今年の４月に本部からも主幹が来

て、市町の担当者と意見交換をさせていただきました。  引き続き財源確保というのは進めていかなければだめだと思っていますので、皆さまと
たっぷり勉強しながらやっていきたいと思いますので、よろしくお願い致します。これから

会議もいっぱい詰まっていますので、挨拶はこの辺にしまして、議事の方に入らせていただ

きます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

（板垣室長） 

本日の出席者については、お手元にお配りしております出席者名簿によりご紹介に変え

させていただきますので、ご了承願います。 

次に、資料の確認をさせていただきたいと思います。 

次第の次に名簿、次が資料１「実施計画の検証・評価の工程」、次に資料２「重点計画の

検証・評価に係る 27年度分」、資料３は 28年度分の検証・評価で、資料４「担当課長連絡

会議の開催要領の改正案」、資料５が「千島桜ねむろプロジェクト推進事業」です。  資料の配付漏れが無いということなので、お手元の次第に沿って本日の議題に入りたい
と思います。 

これより、議事の進行につきましては、中田座長にお願いします。 

 

（中田本部長） 

第 7 期振興計画の重点施策に係る実施計画の検証及び評価について事務局から説明をお

願いします。 

 

（岸主幹）  資料の１をご覧ください。  第７期振興計画におきましては、計画の中間年と最終年に、実施計画の検証及び評価を行
い、進捗管理、効果検証を行うこととしています。 

計画中間年である平成 27 年度には、平成 26 年度の実施計画の検証及び評価を実施して



いるところであります。 

平成 28 年度には、次期振興計画策定に向けまして、第７期振興計画の課題を洗い出す 
必要があり、1年前倒しで各市町に平成 27年度、28年度の検証及び評価を実施いただいた

ところであります。 

次に資料２をご覧ください。 

こちらは各市町に作成をいただきました、平成 27年度実施計画に関わる検証・評価の結

果でございます。 

次に資料３をご覧ください。  各市町に作成いただいた、平成 28年度実施計画に係る検証・評価です。 

各事業については、おおむね当初の工程表どおり事業が実施されているという状況です。  一部未実施の事業がありますが、各市町の個別の調書には記載がありますが、具体的には
根室市さん・別海町さんで「ヒトデ」の減少により事業を実施しなくなったものや、標津町

さんでハサップ認証を、当初平成 28年度に受ける予定で進められていましたが、現在のと

ころ少しずれこみまして、29年度に承認され、実施される予定となっております。 

羅臼町さんでは、「避難階段設置の確保」という事業がありまして、平成 28年度実施予定

でしたが、 津波到達時間などを参考に、再度事業の検討が必要となり、関係機関と調整中
であります。 

道としては、各市町に作成していただきまして、本地域協議会において取りまとめたこの

実施計画の検証・評価に基づき、次期振興計画の策定を行って参りたいと考えています。 

以上で、議事１に関する説明を終わります。 

 

（中田本部長）  ありがとうございます。膨大な資料でありますけれども、いまの説明に関しまして何かご
意見・ご質問等あればお願いします。 

特段ないようですので、議事１はこれで終了いたします。 

続きまして、議事２の「北方領土隣接地域振興担当課長連絡会議開催要領の改正について」 

事務局から説明をお願いします。 

 

（岸主幹） 

資料４をご覧ください。 

今年の４月１日付けで根室市の組織機構が、改正されたことに伴い、担当課長連絡会議開

催要領の一部を改正しようとするものです。 

資料４の１枚目は、要領の改正案です。２枚目が「構成」及び「附則」部分の抜粋です。 

２枚目の第３、構成の（２）をご覧ください。  根室市における北方領土問題の担当部署が、現行の欄に記載されている総務部北方領土
対策課から、改正の欄に記載されているとおり、総合政策部北方領土対策室へと改組されて



おりますので、所要の改正をしようとするものです。 

次に、現行の欄の２行目をご覧いただきたいと思います。従来、構成については、「担当

課長及び主幹」と定めておりましたが、「担当課長、室長及び主幹」とし、根室市におかれ

ましては、織田参事が兼務されております、北方領土対策室長を構成のメンバーとさせてい

ただきたいと考えています。 

以上で議事２に関する説明を終わらせていただきます。 

 

（中田本部長）  組織機構の改正に伴う、所要の改正を行うものですので、特に意見等はありませんか。  ないようですので、議事２は終了いたします。  続きまして、議事３の「千島桜ねむろプロジェクト推進事業について」事務局から説明を
お願いします 

  （岸主幹） 

資料５をご覧ください。 

「千島桜ねむろプロジェクト推進事業」は、１の事業の目的にあるとおり、元島民の高齢

化による北方領土返還要求運動の衰退が懸念される中、「千島桜」マークを使った啓発活動

と、この根室管内の魅力の一つである「食」を活かした取組を連動させて、幅広い世代に返

還要求運動の訴求を図り、次世代が継続的に、運動に取り組めるよう北方領土隣接地域の振

興を目的に実施しているものです。 

次に、２の平成２８年度の実施結果ですが、本庁の北方領土対策本部が作成したリーフレ

ット「まるごと美味い！ねむろ」掲載業者に返還要求運動への協力を依頼して、各種イベン

トで千島桜シールを添付した商品を配布するなどしてＰＲを実施したところです。 

１つ目は「根室＆釧路いいところフェア」ですが、大地みらい信用金庫に協力依頼を行い、

「千島桜マーク」シールを貼付した商品の物販を実施しました。 

２つ目は、北海道倶楽部との連携で、「北海道産直フェア」、「北海道倶楽部交流イベント」

で試食、無償配布、商品ＰＲを行いまして、当事業を「北海道倶楽部広報誌ＮＯＷ」で掲載

いただいています。 

３つ目は、首都圏企業等への北方領土学習会を実施し、企業の担当者、官公庁職員にお集

まりいただき、署名活動や商品ＰＲを実施した。 

最後に平成 29 年度の取組ですが、（１）～（３）については、継続して実施する予定で

す。そして、新たな啓発の手法として、各市町で実施されている「ふるさと納税」の返礼品

に「千島桜マーク」シールやリーフレットの同封をご検討できないかというものです。 

シールやリーフレットは当方で準備いたします。 

先日、課長会議におきまして、ご検討いただくよう説明したところ、すでにご回答いただ

いているところもございます。リーフレット等は選定中ですが、ぜひご検討いただければ、



ありがたいと考えています。 

 

今年度においても皆様のご意見を賜りながら、引き続き実施して参りたいと考えていま

すので、ご協力についてよろしくお願いいたします。 

以上で、議事３に関する説明を終わります。 

 

（中田本部長）  いま事務局からご説明ありましたが、この推進事業につきまして、引き続き各市町のご協
力をお願いいたします。  質問・意見があればお願いいたします。  ないようですので、議事３についても終わりにいたします。  こちらから出しています議事は以上ですが、何かほかに意見等、北方領土対策全般に係る
意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

（長谷川根室市長）  第８期振興計画というのは、どんなスケジュールでしたか。 

 

（岸主幹）  いまのところ、４～６月の３ヶ月間において第７期計画の検証と評価を行います。それか
ら、８期計画の検討開始ということで、この３ヶ月間で作業を進めさせていただきたいと考

えているところでございます。 

 

（長谷川根室市長）  実際にいつまでに完成しますか。 

 

（岸主幹）  完成の目処としましては、今のところ来年の３月に国土交通大臣の同意を得まして、決定
させていただきたいということで、６月までは１市４町の皆さまに政策課題ですとか、予定

事業の照会をさせていただきたいと考えています。 

 

（中田本部長）  来年３月国交省の同意ということは、うちの取りまとめは 12月とか、１月くらい。 

 

（岸主幹）  そうですね。パブリックコメントを 12月くらいに行いたいと。 

まだオーソライズされたスケジュールではありませんが、事務レベルでのスケジュール



としては、そういうものが描かれています。 

 

（長谷川根室市長）  ７期振興計画の時は、国交省が主体になってやっていなかったか 

（谷内副本部長）  ７期のときは国交省が協議会を立ち上げて、８割方そこで決めてしまったという経緯が
ありましたけれども、今年度については、国交省が何の動きも無いです。  ６期も協議会を立ち上げて。情勢を見ると、共同経済活動とかの動きがある中で、協議会
をやるという動きがあっても。 

 

（中田本部長）  他に何かご質問があれば、お願いします。  特にないようですので、本日の議事はすべて終了しましたので、進行を事務局の方に戻し
ます。 

 

（板垣室長）  では以上をもちまして、第 21回北方領土隣接地域振興対策根室地域協議会を終了いたし

ます。本日はご多忙の中、まことにありがとうございました。 

 

 


